
　
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
の
高
騰
で
、
い
ま
で
さ
え
道
民
の
く

ら
し
が
大
変
な
の
に
、
大
軍
拡
は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
に
税
金
を
使
う
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
私
は
札
幌
市
議
16
年
、市
民
に
寄
り
そ
い
、暮
ら
し
や
仕

事
の
相
談
に
の
り
、
切
実
な
願
い
を
市
政
に
届
け
て
き
ま

し
た
。
市
議
会
建
設
委
員
長
や
日
本
共
産
党
市
議
団
長
の

経
験
を
生
か
し
、こ
ん
ど
は
道
議
会
で
、道
民
の
い
の
ち
・

く
ら
し
・
平
和
を
ま
も
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
お
力
で
、
私
、
伊
藤
り
ち
子
を
道
議
会
に

押
し
あ
げ
て
下
さ
い
。

岸
田
大
軍
拡
・
大
増
税
反
対
!

「
平
和
」
が
私
の
原
点

人
に
や
さ
し
く
豊
か
な
北
海
道
へ

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
消
費
税
５
％
へ
引
き
下
げ
、

イ
ン
ボ
イ
ス
の
中
止
、
中
小
企
業
支
援

物
価
高
・コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、い
の
ち
と
く
ら
し
を
支
え
ま
す

●

際
限
な
く
つ
づ
く
輸
入
自
由
化
か
ら

転
換
、
飼
料・生
産
資
材
の
高
騰
に

道
の
直
接
支
援
を

酪
農
存
亡
の
危
機
打
開

●

「
住
民
の
足
」
を
確
保
・
存
続
し
、

北
海
道
の
物
流
・
経
済
を
支
え
る

道
内
鉄
路
の
維
持
存
続

●

子
ど
も
の
医
療
費
、道
と
市
で
高
校
卒
業
ま
で
無
料
に
。

国
保
料
の
引
き
下
げ
。
医
療
・
介
護
・
教
育
の
充
実
を

地
域
医
療
と
福
祉
・
教
育
を
ま
も
る

●

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
と
、
同
性
婚
・
選
択
的
夫
婦

別
姓
の
実
現

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
差
別
許
さ
ず
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ

●

原
発
再
稼
働
反
対
、
核
の
ゴ
ミ
は
い
ら
な
い

地
球
環
境
に
や
さ
し
く
災
害
に
強
い
北
海
道
を

●

戦
争
準
備
に
つ
な
が
る
自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
は
や
め
よ

●

２
０
3
０
冬
季
五
輪
の
招
致
は
中
止
を

●

　私
の
政
治
活
動
の
原
点
は
「
平
和
」。
母
か
ら
戦
死
し

た
叔
父
の
話
を
聞
い
た
か
ら
で
す
。
届
い
た
「
遺
骨
箱
」

に
は
「
た
っ
た
一
つ
の
小
石
」
だ
け
。「
戦
争
は
人
の
命

を
奪
い
、
家
族
を
ば
ら
ば
ら
に
す
る
、
絶
対
に
く
り
か
え

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争

が
重
な
り
ま
す
。
戦
争
反
対
。
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
、

平
和
を
守
る
道
政
へ
力
を
つ
く
し
ま
す
。

１
９
６
１
年
　
白
石
区
生
ま
れ

１
９
８
２
年
　
函
館
大
谷
女
子
短
期
大
学
付
設
幼
稚
園
教
諭
・

保
母
養
成
所
卒

１
９
８
２
年
　
白
石
区
で
保
育
士

１
９
９
７
年
　
白
石
区
議
員
事
務
所
勤
務

２
０
０
３
年
　
札
幌
市
議
会
議
員（
４
期
16
年
）

２
０
１
９
年
　
党
白
石
区
道
政
対
策
委
員
長

〈
家
　
族
〉
　
夫
、
子
ど
も
二
人

最優先の道政をいのち くらし 平和
道議会で札幌市議16年の働き こんどは

プロフィール

伊い

と

う藤
り
ち
子


